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　３月１０日夜、郡山市で「保養・避難交流会」
が開かれました。狭い会場だったので椅子を追
加し、約４０人の参加で行いました。今回は、
福島の声・思いを全国に発信することが最大の
課題でした。「福島からの報告」は倉岡雅美さん
から。高校卒業や高校入学を機に福島を離れる
子が多いこと、福島では食べ物に一番気を使う
ことなど、福島の現状の一端が説明されました。
　その上で、倉岡さんは保養に行った３人の家
族の聞き取り調査をしており、この報告が今回
の交流会で最も重要なものでした。特に昨夏に
長崎保養に参加した高校３年生の話で、この子
はいくら誘っても共同診療所のエコー検査には
行かなかったそうです。「行ったってしょうが
ないべ」「どうせ俺は３０歳までしか生きられ
ない、がんになって死ぬだけ」と言っていた彼。
今は看護師を目指しているそうです。お母さん
は「福島のために真剣に考える人がいて、それ
に甘えてのびのびと過ごせたのがよかった」「自
分の体のために色んなことをやってくれたこと
がうれしかった」と言われたとのこと。
　さらに倉岡さんは「広島・長崎・沖縄が３・
１１以降、福島の人に特別な存在になっており、
保養先として良い地域である」と指摘。また、
県と旅行会社がタイアップした企画もあり、そ
こでは、保養、避難、放射能、原発の文言がな
い現実を批判し、「福島では放射能のことを考
えたくない人が、保養先に行って、自分の体、
放射能と被曝と向き合うきっかけになる、その
ための保養です」ときっぱり。
　保養先で受け入れられて
　この高校生のお父さんである遠藤義人さん
は、「息子は保養先で初めて自分が受け入れら
れて、自分の体について真剣に向き合うように
なった」と発言。さらに、この弟さんの方につ

いても「中学の３年間の長期休暇のほとんどを
新潟の佐渡での保養に行ってました。彼が佐渡
の高校に進学することを希望したので、新潟県
と交渉して受験を認めてもらいました」と報告。
「息子が世代を超えて、新しい形で、福島から
問題を発信していく世代として登場しつつあ
る。中高生という非常に意識の高い多感な時期
の青年が、福島と被曝の問題、日本や世界の今
のあり方を考える保養事業がやれれば、ＮＡＺ
ＥＮの目指す保養の一つの方向性にもなる」と
述べました。
　昨年８月５日広島の保養・避難交流会で、福
島の椎名千恵子さんが同じような指摘をしてい
ます。「信頼関係が生まれて、ゆったりと福島
では始まらない時間、ともに生きている共生感
が入っちゃう。子どもっていうのはそういうの
が入ったら抜けません。いつかそれが出てきま
す。保養はそういうすごい闘い」。小学生の子
とかは言葉ですぐには現せないとしても、いっ
たん入れば抜けないような共生感を感じ取るも
のだと。それが福島の子どもの側から、示され
たわけです。
　避難・保養・医療の３原則で
　主催者からの「問題提起」はＮＡＺＥＮ保養
プロジェクトの伊谷和男が行いました。昨年８・
５で提起した保養・避難運動の〈３つの基本〉を、
実践に踏まえて深めようとするものです。
　①「福島の親子を被曝から守りたい」という
点では、ＮＡＺＥＮ東京が昨夏に行った北富士
保養の総括から、子どもが自然の中で思い切り
遊ぶこと、それこそ命の根源であると思うよう
になった。だからこそ、これを奪っている福島
の現実への怒りが〈命の根源〉のレベルでわき
上がり、保養は命を奪おうとするものと向き合
い、新自由主義への根本的な批判の機会となる。

３・10保養・避難交流会

福島思う人と保養し子どもに希望が
共同診療所と一体で運動を進めよう

（福島県郡山市）
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　②「国は何をやっているんだ、私たちができ
ることを」という点では二つ。一つは、保養は
労働組合をよみがえらせる課題と一体をなして
おり、国労郡工支部の橋本さん親子の北富士保
養への参加を教訓化し、さらに労働組合で「保
養休暇」を課題にしていく。もう一つは、いく
つかの保養団体の連携で夏休みの保養をつなげ
て長期化する「つなぎ保養」を他団体とも協力
しながら取り組む。
　③「ふくしま共同診療所」が提起する避難・
保養・医療の３原則に踏まえ、「医療・保養・避
難にかける思いは一つ」という運動を発展させ
る。関東の保養に来た福島の親子が共同診療所
に来院し、福島で活動しようとしている例もあり
ます。保養・医療をとおして福島と全国がつな
がり団結していく運動が現実的になっています。
　親から「保養をつなぎたい」
　各地で保養をやっている団体からは、広島の
室本けい子さんと長崎の城

じょうだいみやこ

臺美彌子さんは欠席
せざるをえず、準備されたアピールが配布され
ました。お二人の保養にかける気概、というか
使命感を、ぜひともＮＡＺＥＮ全体のものにし
たいと思いました。
　「原発なくせ！　ちばアクション／避難プロ
ジェクト＠ちば」の深谷由美さんたちは、「保
養に来た子どもは、福島を見捨てない人がこれ
だけいるんだと感じられる。家庭の問題とか
色々ある中で、希望というか、生きていこうと
いう気持ちになれる」「保養は各地でバラバラ、
『保養をつなげられないか』という声が親から
出ている」「共働きの親は来れない状況なので、
これも課題」「ボランティアと家族が子どもを
守るという一点で、同じ視点で団結できた」な

どの点を指摘しました。
　「福島の親子とともに・平塚」代表の小嶋倫
子さんは、「交流会で議論してほしいこと」を
会で話しあったとして４点を提起しました。ど
うやって保養先を増やすか、仕事で休めない親
が多いので保養休暇を職場で保証してほしい、
福島のお母さんたちが福島で話しあえて全国の
人たちとも交流できる場がほしい、保養から避
難した家族をどう支援していくか。特に３点目
について、「『放射能のことは今では保養に来る
人たち同士でしか語れない』と言われ、現地の
お母さんたちが話しあったり、勉強しあったり
する場が福島にほしい」と強調しました。
　織田事務局長からは、北富士保養に踏まえ、
「放射能と向き合わない運動は崩れてしまって
いる。だけど、保養運動の中で、生きるために
本気で闘うということが据わってきている。原
発と放射能が命を奪っていることに怒り、原則
的に闘う」と、「問題提起」を補足し深める発
言がありました。
　命を見すえていけば力が湧く
　議論の最後に、椎名さんから「問題の根幹を
見つけて、スクラムを組みながら、作業を積み
重ねましょう。命を見すえていけば、絶対に私
たちの中に力が湧いてくる。この陣形の中にそ
れがあると思っています」とまとめの発言。さ
らに、独・ゴアレーベン核廃棄物処分場建設反
対同盟のケアスティン・ルーデック前委員長は、
「保養も疎開要求の闘いも非常に大事。福島原
発事故で起きた被曝問題は巨大な問題で、つら
くてもその現実と対決しなければならない。同
時に、こうすればいい世の中になるよねと示し
ていきましょう」と激励してくれました。
　私の感想ですが、今回の交流会では保養・避
難の意義について議論があり、福島と全国、実
際に保養をやっている所とそうでない所、まだ
まだ温度差があると感じました。もっと「福島
からの報告」や「問題提起」に沿って議論を深
めたかった、と私自身は思っています。これら
を含め、各地の保養運動に奮闘しましょう。こ
の運動はまだ始まったばかりです。実践と議論
を重ねつづけましょう。（伊谷）

活発な意見交換が行われた
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●仲間の一言で決断　
　「ぜひ郡山でやりたい」──郡山市の仲間の
一言。郡山開催は “ できる ” と私の背中を大き
く押す一言になりました。大成功した昨年の福
島市での行動。実行委スタッフは福島市在住が
多い。3年目の福島と２年目になる反原発福島
行動をどこで開催すべきか、考えあぐねている
ときの仲間の一言でした。
　まずは郡山エリア在住の仲間が呼びかけ人に
なるところからスタート。「無名な自分があっ
て意味あるのかな」「自分が始めるってことが
大事なんだよ」－こんな会話をしながら郡山エ
リアの全員が呼びかけ人となりました。昨年の
橋本光一さん（国労郡山工場支部〔郡

ぐんこう

工〕）に
加えて、郡山市の藤井千賀子さん、藤井精二さ
ん、本宮市の坂元太平さん、富川和朋さんです。
●郡山でデモがしたい－ビラに思いを込めて
　次はビラ作りです。「今年も止めるのか？」
昨年参加した郡工の仲間の声。車を止めて、車
道を堂々とデモをしたことがとっても印象的
だったとのこと。さらに藤井千賀子さんの同僚
が興奮気味に「2年前の 3.11 開成山で生まれ
て初めて８６歳の方とデモをして感動した」の
声。 “ デモ ” に吸引力があって、“ デモ ” がし
たい強烈な思いがあることがわかりました。
　成功させたいみんなの思いがビラへのこだわ
りとなって作成過程では次々、意見が出ました。
「郡工の人に今年も参加してほしい」「果物や魚
もデモさせたい」「福島の象徴であるりんごが
真っ赤に怒ってほしい」「仮設で暮らす人が参
加できる集会にしたい」「ピンクがい
い」……。みんなの思いを込めてビ
ラが出来上がりました。
●郡山へみんなで全力投球
　いよいよ宣伝です。郡山駅前宣伝と仮設住宅
へのビラ入れ、そして郡工の労働者に呼びかけ

ることを重点化しました。不規則勤務や夜勤が
多く、街頭宣伝を担える郡山スタッフが少ない
中で雪の中、１時間以上かけて福島市の仲間が
駆けつけて駅前宣伝や郡工での朝ビラまき、お
昼休みに工場周辺を宣伝カーでグルグル回って
の呼びかけも行いました。みんなで郡山へ全力
投球した 3カ月でした。
●怒りは組織するもの、引き出すもの
　こうした全力投球の中で職場の仲間とも、
突っ込んだ議論になりました。郡工では「第２
原発建設時に、日給２万円の週末バイトの話が
来ていた（当時 12 万の給料）。自分は断って
いた。そのときから『安全』なんてないと思っ
ていたよ」と何十年来の仲間から初めて聞いた
話。日頃口数が少ない仲間が原発や安倍政権に
ついて切々と語り始める姿に驚きを感じるとと
もに、胸の内に抱えているものは、こちらの想
像を超えて存在していること、それはこちらの
働きかけによって引き出されることを改めて実
感しました。また、職場の青年と広野へのポケ
モントレイン運行をめぐって喧

けんけんがくがく

々諤々の議論を
して職場ビラも作成しました。
●次なる闘いへ
　郡山駅前の写真を見て「これ、渋谷？」、デ
モ先頭の女性を指して「この人きゃりーぱみゅ
ぱみゅ？」、「なんで光一が先頭にいないの！？」
──郡工での注目はやはりデモ！「今回は組合
賛同だけだったけど、来年は一緒に参加できる
かも！」橋本さんが来年に向けての展望を語っ
ています。通年通して、行動していこうと郡
山での街宣も継続し
ています。広がった、
つながった、次なる
闘いへ郡山は前進中
です。

団結を深める郡山の呼びかけ人たち

つながった、ひろがった
　　　　　　郡山で前進中

ＮＡＺＥＮふくしま　倉岡雅美さん
3.11 反原発福島行動 ’14 の参加ありがとうござい
ました。ここでは、郡山での様子を紹介します。
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◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　すべての原発いますぐなくそう！全国会議
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養基金カンパ」などお書き下さい

　ＮＡＺＥＮの活動をぜひ年会費で支えて下さい。毎月

の通信を発送致します。年会費は、個人一口 2000 円、

団体一口 3000 円です。半額ずつ各地のＮＡＺＥＮと全

国財政として使わせていただきます。会計年度は 1月 1

日～ 12月 31日です。皆さんのご協力をお願いします。

　ＮＡＺＥＮ東京は昨年に続き、８月 16日（土）～ 18日（月）

の２泊３日の計画で、福島の子どもと親御さんの保養に取り組み

ます。場所は同じく山梨県南
みなみつるぐん

都留郡忍
おしのむら

野村の民宿です。宿から雄

大な富士が眺められ、裏の川に沿って有名な忍
おしのはっかい

野八海に歩いて行

けます。これは本当に最高です。富士の林の中でバーベキューも

やります。珍しい淡水魚の水族館もあります。福島の皆さん、ぜ

　◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

★ＰａｙＰａｌでのお振り込み

　アカウント　　

　clinicfukushima@yahoo.jp

　渡辺馨（福島診療所建設委員会）

集団的自衛権に反対する
４・27集会
沖縄・福島の怒りとつながり、憲法改悪と
戦争の安倍を倒そう！

４月 27 日（日）１３：３０～
場所★星陵会館（東京都千代田区永田町２丁目１６－２）

主催★とめよう戦争への道！百万人署名運動

内部被曝学習会
「放射能と食品汚染」
お話 天笠啓祐さん
（ジャーナリスト）

とき：5月11日（日）13:30 ～
ところ：浜町区民館（東京都中央区日本
橋浜町三丁目 37 番 1号 ）７号室

主催★ＮＡＺＥＮ東京

ひ来て下さい。東京・関東の皆さん、スタッフ・ボ

ランティアに協力して下さい。

　何よりも「保養基金」へのカンパをお願いいたし

ます。昨夏は福島からの交通費往復を自費で出して

もらったおかげで、なんとか費用をまかなえました

が、今年は福島からの家族を増やし、交通費も負担

する計画で臨みたいと思います。北富士保養を本格

的にやるため１００万円くらいの基金が必要です。

皆さんに協力をぜひともお願いいたします。

　「保養基金」には年間を通してカンパしていただ

いており、現在 13万円ほど集まっています。これ

から本格的な保養運動への飛躍をかけて、カンパ運

動に取り組む決意です。「保養基金」へのカンパを

よろしくお願いいたします。（事務局・伊谷）

ＮＡＺＥＮ東
京
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